
ワQ
含』

一
九
一
三
（
大
正
三
年
十
二
Ⅱ
、
財
団
法
人
「
立
命
館
」
が
設
立
き
れ
る
と
、
私
立
清
和
中
学
校
は
「
私
立
立
命
節
中
学

校
」
と
改
称
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
、
学
職
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
育
学
科
教
授
文
学
博
士
小
西
垂
直
氏
が
、
主
事

（
校
長
）
に
は
同
学
科
出
身
の
文
学
士
福
島
亦
八
氏
が
任
じ
て
い
る
。
そ
の
法
人
設
定
発
表
会
に
お
け
る
小
凹
畢
監
の
演
説
は
、

同
時
に
就
任
の
決
意
表
明
で
も
あ
っ
た
。
当
時
の
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
等
の
教
育
と
そ
の
研
究
の

実
情
に
比
し
て
、
日
本
の
そ
れ
ら
は
遜
色
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
「
日
本
の
社
会
は
堅
実
な
る
陥
性
を
持
っ
て
確
実
な
る
智
識
を

術
へ
又
腕
の
力
即
ち
相
当
の
技
能
を
も
持
つ
所
の
青
年
を
要
求
す
る
こ
と
と
恩
ふ
。
而
し
て
此
の
要
求
に
対
す
る
土
台
を
作
る

こ
と
が
我
々
の
任
務
で
あ
る
の
で
あ
る
。
」
と
、
新
教
育
へ
の
川
立
を
青
言
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
法
人
設
立
と
同
時
に
洲
成
さ
れ
た
教
員
の
陣
容
を
見
て
も
、
学
監
お
よ
び
学
悶
の
決
意
の
秘
が
並
々
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
月
現
在
の
教
員
組
織
つ
い
て
『
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
将

｜
、
校
名
改
称
と
教
育
の
刷
新

大
正
期
の
立
命
館
中
学
校
と
中
原
中
也

橋
本
二
三
男



別
来
』
（
大
正
七
年
三
月
編
輯
発
行
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
校
は
最
職
員
の
組
織
に
注
意
し
各
亭
年
各
畢
科
と
も
皆
皐
力
経
験
の
十
分
な
る
職
員
を
充
当
し
以
て
教
授
内
容
の

完
全
を
固
り
之
が
篇
に
む
し
ろ
他
の
費
目
を
節
す
る
も
教
員
給
の
増
大
を
意
と
せ
ざ
る
な
り
。

本
校
開
校
常
初
の
職
員
左
の
如
し

槍
任
単
科
出
身
姓
名

単
走
虹
東
京
帝
剛
大
単
小
西
重
直

主
事
・
修
身
京
都
帝
剛
火
皐
福
島
亦
八

激
学
私
立
東
京
物
理
畢
校
小
泉
伊
之
助

陸
計
東
京
帝
剛
大
単
鶴
川
多
八

英
詔
東
京
外
幽
語
畢
校
岡
健
夫

歴
史
・
地
理
京
都
帝
剛
大
単
川
島
元
治
郎

歴
史
漢
文
地
理
習
字
官
立
大
阪
師
範
単
校
小
谷
時
中

英
語
京
都
帝
国
大
畢
松
本
亮
三
郎

漢
文
京
都
帝
固
大
畢
本
田
成
之

漢
文
・
国
語
京
都
帝
剛
火
皐
野
口
幾
三

博
物
・
地
理
検
定
河
野
鴻
介



反
Ｊ

ワ
ム

中
川
館
長
の
積
極
的
な
教
育
充
実
へ
の
意
気
込
み
に
よ
る
、
小
西
学
監
就
任
の
い
き
さ
つ
と
、
そ
れ
に
よ
る
教
学
上
の
変
化

に
つ
い
て
、
同
書
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

倣英単数催機岡英化 典｜戎’法
人
立
命
館
の
設
定
せ
ら
る
る
や
中
川
館
長
は
常
時
の
京
都
帝
圃
大
畢
総
長
津
柳
政
太
郎
氏
を
訪
ひ
て
そ
の
翼
賛
を

乞
ひ
殊
に
中
畢
の
篇
め
文
科
大
単
の
後
援
を
得
る
こ
と
恰
か
も
大
単
が
法
科
大
畢
に
受
く
る
が
如
く
な
ら
ん
こ
と
を

１
皇

屋
副

ｃ
Ｌ
ｏ
ｌ

７
ユ
ー
Ｆ

一
言
Ⅱ

ﾎー1－1父

歴物

幣 単 操 操 識語単語史理誰

東 陸 陸 検英京東東京

京軍都京京都
物特軍｜或｜帝外式嘩式嬢

即碕々 姉隊'：“'間
,1"J.了賄 大塵火火一J．-rヨ

ー」-

校 長 曹 定人単校単畢

村坂橋西久サ山高瀬荒妹
Ill

ill井村保 ウ 内 I U j 屯 井 尾
於
苑忠銀兵薫タ淑武松
次次之 次 之
郎郎助市欺I人譲郎助勇
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京
都
帝
大
の
教
育
学
教
授
法
識
座
は

り
、
初
代
担
当
教
授
は
、
「
従
来
の
川
一

富
教
授
で
あ
っ
た
。
小
西
重
直
教
授
は
、

こ
の
小
西
重
直
教
授
の
教
育
学
説
は
、

こ
の
「
立
命
館
中
学
の
過
去
現
在
及
将
来
』
は
、
「
立
命
館
」
に
改
称
後
、
つ
ま
り
小
西
垂
直
教
授
の
学
監
就
任
か
ら
五
年

後
の
ま
と
め
で
あ
る
が
、
小
西
学
監
就
任
に
よ
っ
て
本
校
は
、
実
質
的
な
京
都
帝
大
教
育
学
教
授
法
講
座
の
付
属
の
研
究
機
関

と
な
っ
た
こ
と
を
↓
記
し
て
い
る
。

三
郷
．
西
重
直
と
教
育
の
方
針

望
み
し
に
総
長
之
を
快
諾
し
教
育
単
教
授
文
肇
博
士
小
西
重
直
氏
を
右
中
畢
々
監
に
推
薦
せ
ら
れ
る
唇
此
に
於
て
小

西
単
監
は
更
に
同
文
科
大
畢
教
育
科
出
身
文
畢
士
福
島
亦
八
氏
を
中
畢
主
事
に
任
じ
て
教
育
の
責
務
を
統
括
せ
し
め

兼
ね
て
又
便
宜
上
文
科
大
畢
教
育
単
科
研
究
と
の
開
係
を
も
密
接
な
ら
し
む
る
こ
と
を
園
れ
り
。
（
中
略
）
該
教
育

科
畢
生
は
時
々
本
校
を
見
皐
又
は
賓
地
授
業
等
を
試
み
主
事
又
は
教
員
と
意
見
を
交
換
し
又
主
事
は
該
科
研
究
会
に

出
席
し
て
畢
生
等
の
質
問
に
雁
じ
又
は
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
に
努
む
る
等
Ⅲ
者
の
聯
絡
を
岡
り
っ
つ
あ
る
の
現
況

な
り
と
す
。

一
九
○
六
（
明
治
三
十
九
）
年
の
文
科
大
学
設
立
と
同
時
に
設
ほ
ら
れ
た
識
座
で
あ

制
の
教
育
を
廃
し
、
生
徒
の
自
然
に
従
っ
て
の
個
別
的
差
異
的
を
主
張
し
た
」
谷
本

こ
の
後
任
と
し
て
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
八
月
か
ら
同
講
座
を
担
当
し
て
い
る
。

「
前
任
谷
本
教
授
の
教
育
目
的
論
及
び
方
法
論
を
継
承
す
る
と
共
に
、
ル
ソ
ー
、
ぺ
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ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
、
ナ
ト
ル
ブ
等
の
教
育
理
論
を
以
て
こ
れ
を
深
化
し
雷
更
に
我
が
国
古
来
の
教
育

説
を
綜
合
し
て
、
主
意
主
義
・
労
作
主
義
の
教
育
学
を
建
設
せ
ん
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
特
に
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
の
人
格

と
学
説
に
傾
倒
し
、
そ
の
在
職
中
本
学
の
教
育
学
研
究
室
は
実
に
我
が
邦
に
於
け
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
ー
研
究
の
重
要
な
中
心
と

な
っ
た
も
の
」
二
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
十
二
Ⅱ
二
十
日
刊
『
京
都
帝
国
大
学
史
』
）
で
あ
り
、
「
敬
・
愛
・
信
を
基
調
」

（
『
京
都
帝
国
大
学
七
十
五
年
周
年
記
念
史
』
）
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
英
国
に
於
い
て
も
智
識
や
技
能
の
伴
は
な
い
仙
牲
で
は
実
際
社
会
に
立
っ
て
役
に
立
た
ぬ
か
ら
柵
逸
や
米
国
の
長
所
を
収

ら
ん
と
苦
心
し
て
勝
る
…
…
…
我
が
国
に
於
い
て
も
御
互
い
に
努
力
し
て
研
究
す
べ
き
点
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
」

〈
法
人
設
定
発
表
会
で
の
渡
説
）
と
、
当
時
の
日
本
に
新
教
育
の
必
要
性
を
抱
い
て
い
た
小
西
学
監
は
、
立
命
館
中
学
学
監
就

任
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
な
、
「
社
会
の
要
求
す
る
三
ケ
条
の
人
物
資
格
と
十
項
の
指
導
方
針
」
を
示
し
た
。
（
『
立
命
館
中
学

の
過
去
現
在
及
将
来
』
に
よ
る
）

二
、
確
実
な
る
知
識

三
、
有
力
な
る
手
腕
即
実
行
の
技
仙

イ
、
浮
華
虚
飾
を
戒
め
真
筆
着
実
を
重
ん
ず
る
こ
と

ロ
、
形
式
の
整
頓
よ
り
も
寧
ろ
内
容
の
充
実
に
努
む
る
こ
と

ハ
、
生
徒
に
対
し
無
益
の
束
縛
を
除
き
自
治
自
制
の
瓜
を
発
達
せ
し
む
る
こ
と

一
堅
実
な
る
農
性
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こ
れ
ら
の
指
導
方
針
は
現
在
の
立
命
館
中
学
高
等
学
校
の
教
育
理
念
と
酷
似
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
三
月
に
ま
と
め
ら

れ
た
「
二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
教
育
づ
く
り
」
（
『
高
中
教
学
推
進
委
員
会
答
申
』
）
は
、
戦
後
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た

「
学
業
と
補
導
」
か
ら
「
学
力
と
生
活
折
導
」
の
教
育
実
践
の
教
訓
と
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
二
十
一
世
紀
の
教
育
を
展
望
し

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
盤
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
知
育
伽
重
で
は
な
い
「
全
人
教
育
」
を
め
ざ
す

点
に
お
い
て
、
こ
の
大
正
期
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
答
申
で
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

め
ざ
す
生
徒
像

ァ
、
民
主
的
な
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
確
か
な
基
礎
学
力
と
意
欲
的
な
自
主
的
学
習
力
を
持
ち
、
積
極

的
に
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の
で
き
る
生
き
生
き
と
し
た
生
徒

卜へホニ、

､､､､

ヱ
ノ
、

勤
勉
刻
苦
の
習
慣
を
養
ひ
怠
慢
放
悲
の
瓜
を
防
止
す
る
こ
と

自
己
の
本
分
責
任
の
観
念
を
発
達
せ
し
む
る
こ
と

怯
儒
軽
率
を
斥
け
沈
毅
勇
敢
を
重
ん
ず
る
こ
と

連
動
を
奨
励
し
元
気
を
振
起
せ
し
む
る
こ
と

知
識
は
そ
の
該
博
な
る
よ
り
も
精
確
な
る
を
尚
ぶ
こ
と

知
識
模
倣
よ
り
も
推
理
判
断
を
垂
ん
ず
る
こ
と

知
識
は
徒
に
獲
得
に
甘
ん
ぜ
ず
進
み
て
之
が
応
用
を
図
る
こ
と
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兜
に
、
小
西
学
監
は
、
現
在
、
生
徒
会
が
主
雌
し
て
い
る
文
化
術
座
と
Ⅲ
質
の
「
機
会
あ
る
毎
に
自
ら
術
演
を
試
み
、
『
生

徒
の
知
見
を
開
き
常
織
を
養
ふ
こ
と
』
に
努
め
」
、
「
各
士
を
招
叫
し
て
催
し
た
」
言
立
命
館
創
立
五
十
年
史
』
）
。
こ
の
文
化
満

座
は
、
大
正
三
年
度
で
は
「
南
洋
観
察
談
」
ら
計
三
Ⅲ
、
四
年
度
で
は
「
烏
港
満
州
支
那
本
部
旅
行
談
」
ら
計
四
回
、
五
年
度

で
は
「
英
獅
国
民
性
に
つ
い
て
」
ら
計
六
Ⅲ
、
六
年
度
で
は
「
世
界
探
検
実
地
談
」
ら
計
三
回
、
と
い
っ
た
精
力
的
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
講
師
も
多
彩
で
あ
っ
た
。

め
ざ
す
学
力

了
．
基
本
的
な
知
識
と
技
能

イ
、
分
析
・
総
合
・
慨
折
す
る
カ

ウ
、
個
性
的
自
立
力
と
集
団
的
自
治
能
力

エ
、
豊
か
な
感
性
に
基
づ
く
自
然
観
・
科
学
的
認
識
に
も
と
づ
く
偶
か
な
社
会
・
出
界
観

（
立
命
館
中
学
校
商
等
学
校
『
八
十
年
の
歩
み
』
一
町
収
に
よ
る
）

rﾕﾌ
／

、

_工

現
で
き
る
生
徒

民
主
的
・
集
川
的
・
組
織
的
な
自
梢
活
動
の
で
き
る
力
を
も
っ
た
生
徒

学
門
と
生
活
を
支
え
る
基
礎
体
力
を
も
っ
た
生
徒

働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
向
己
の
個
性
・
能
力
を
い
っ
そ
う
仲
便
さ
せ
、
進
路
を
白
主
的
に
選
定
し
実
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こ
こ
に
当
時
の
学
校
や
生
徒
の
実
情
お
よ
び
小
西
学
監
の
教
育
実
践
を
知
る
上
で
実
に
肌
味
深
い
資
料
が
あ
る
。
台
湾

銀
行
副
頭
取
と
し
て
任
地
に
あ
る
中
川
小
十
郎
館
長
に
対
し
て
、
小
西
学
監
が
立
命
館
中
学
校
の
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
報
告

し
た
、
一
九
一
七
〈
大
正
六
）
年
三
月
七
日
付
書
簡
で
あ
る
。
長
文
で
あ
る
が
、
貴
重
な
資
料
な
の
で
全
文
を
記
録
し
て
お
く
。

’
二
小
西
学
監
の
「
冒
新
教
育
三
年
後
の
中
間
報
告
」

拝
啓
御
懇
書
難
有
拝
見
仕
候
、
西
洋
人
二
関
ス
ル
事
ハ
御
意
見
御
尤
ノ
点
有
之
従
来
モ
大
体
新
ガ
ル
意
味
ニ
テ
ヤ

リ
来
リ
モ
効
果
期
待
ノ
如
ク
ニ
参
ラ
ズ
仙
々
柔
道
問
題
モ
起
り
候
二
付
御
考
ヲ
煩
ハ
シ
候
次
第
二
御
座
候
十
分
ナ

ル
効
果
ハ
困
難
ノ
事
ト
ハ
存
候
得
共
御
高
見
ノ
次
第
モ
有
之
候
二
付
当
分
其
侭
ト
ナ
シ
一
層
効
果
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
ニ

努
力
ス
ベ
キ
様
申
含
メ
又
柔
道
ノ
方
モ
四
月
ヨ
リ
開
始
ノ
事
二
相
談
仕
候
間
御
含
ミ
置
被
下
度
候

去
年
度
中
学
ノ
過
去
及
現
在
ノ
状
況
ヲ
一
小
冊
子
二
線
ム
ル
事
ハ
至
極
同
感
二
御
座
候
実
ハ
過
般
主
事
卜
相
談

ノ
上
各
教
師
ノ
研
究
心
ヲ
高
メ
中
学
教
育
二
対
シ
一
層
熱
心
ノ
度
ヲ
強
カ
ラ
シ
メ
ン
為
メ
吾
々
及
各
教
師
二
於
テ
中

学
教
育
改
良
案
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
起
シ
ー
ハ
実
際
家
ョ
リ
見
ダ
ル
中
学
々
学
制
改
革
ヲ
公
ニ
シ
テ
見
テ
ハ
如
何
卜
存
居
候

【
書
簡
一
便
菱
十
五
枚
・
ペ
ン
書
き
（
注
・
□
□
は
判
読
不
明
箇
所
）

皇
湾
皇
北
城
南
街
中
川
小
十
郎
様
親
展

大
正
六
年
三
月
七
日
付
京
都
塔
ノ
段
小
西
重
直
川
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処
現
在
ノ
教
師
ニ
テ
ハ
多
少
困
雌
ノ
点
モ
有
之
未
タ
具
体
的
着
手
ノ
連
二
進
ミ
至
ラ
ズ
シ
テ
一
二
ヶ
凡
其
侭
二
経
過

シ
来
候
干
弦
御
来
旨
ノ
様
ナ
意
味
二
於
テ
立
命
館
中
学
ノ
過
去
及
現
在
ノ
実
況
ヲ
純
メ
候
ハ
バ
比
較
的
容
易
の
事

ニ
テ
又
各
学
科
ニ
ッ
イ
テ
教
師
ョ
リ
教
授
上
ノ
意
見
ヲ
提
川
セ
シ
メ
夫
レ
ラ
モ
相
加
候
ハ
バ
穏
健
ナ
ル
方
法
二
於
テ

汗
々
共
ノ
考
上
瑞
候
Ｈ
的
ノ
幾
分
モ
達
シ
得
ベ
キ
カ
ト
存
瑞
候
何
し
末
弘
及
主
事
ト
モ
相
談
ノ
上
是
非
成
立
為

度
一
堂
取
瑞
候

又
主
事
ノ
川
張
ノ
事
モ
至
極
伺
感
ニ
テ
圭
犬
教
師
ノ
出
張
モ
実
行
シ
度
存
居
候
モ
度
々
経
費
二
対
シ
遠
慮
ノ
念
有

之
従
来
差
払
勝
候
事
御
座
候
、
今
回
ハ
尚
具
体
的
に
相
談
致
度
存
候

成
膜
学
校
二
関
ス
ル
御
感
想
中
参
考
ト
ス
ベ
キ
モ
ノ
不
紗
ル
様
二
存
候
尤
モ
成
渓
学
校
及
津
柳
博
士
ノ
成
城
小

学
校
（
当
大
学
卒
業
生
ヲ
主
事
二
推
薦
致
候
）
ノ
教
員
組
織
卜
立
命
館
中
学
教
員
組
織
ト
ノ
問
二
尚
除
程
一
同
一
雛

有
之
我
校
ノ
教
師
ハ
乍
遺
憾
献
身
的
〈
北
モ
成
渓
学
校
ハ
教
師
ノ
待
遇
モ
頗
ル
ョ
ロ
シ
ト
ノ
事
）
熱
誠
ノ
度
二
於
テ

此
等
ノ
学
校
ノ
教
師
二
及
バ
サ
ル
モ
ノ
有
之
（
此
点
ハ
現
在
ノ
教
師
ハ
兎
二
角
従
来
二
比
シ
一
段
ノ
精
選
ヲ
施
セ
ル

モ
未
タ
理
想
的
二
革
ラ
ズ
、
脳
ル
衿
心
ヲ
要
シ
肘
候
）
従
テ
此
等
ノ
学
校
二
於
テ
実
行
シ
得
ル
ト
何
程
度
ノ
徹
底
ハ

附
難
ト
ハ
存
肘
候
得
共
参
考
ト
ス
ベ
キ
催
モ
有
之
候
得
共
未
タ
振
上
肘
ラ
ズ
候
今
後
一
層
奨
励
ス
ル
必
要
ア
ル
コ

ト
ハ
教
師
ノ
意
見
ト
シ
テ
モ
川
テ
勝
り
候
、
五
年
生
二
対
シ
テ
従
来
小
生
ノ
主
催
ト
シ
テ
大
学
ノ
学
生
集
会
所
二
招

キ
茶
話
会
ヲ
開
キ
、
教
師
、
生
徒
ノ
談
話
、
大
学
ノ
教
育
学
専
攻
ノ
学
生
ノ
談
話
、
除
興
二
講
談
琵
琶
ナ
ド
迄
モ
近

唾
加
へ
肘
候
、
昨
年
ョ
リ
ハ
訓
練
上
四
年
生
モ
小
生
ノ
主
惟
ト
シ
テ
茶
話
会
二
招
キ
同
様
ノ
催
ヲ
行
上
多
少
ア
ル
益

二
認
メ
居
候



32

中
学
ノ
方
火
将
来
実
業
二
就
ク
者
ノ
為
メ
ー
ヌ
支
言
露
等
ノ
語
学
モ
如
何
卜
存
候

鍛
練
的
ノ
遠
足
モ
同
感
二
候
立
命
館
に
改
称
後
第
一
回
ノ
叡
山
登
山
ニ
ハ
坂
本
ヨ
リ
唐
崎
迄
風
雪
ノ
中
ヲ
馳
足

サ
セ
タ
ル
事
モ
有
之
候
其
後
之
二
類
ス
ル
コ
ト
ヲ
度
々
実
行
致
シ
居
ル
筈
二
御
座
候
運
動
場
狭
ク
殊
二
冬
期
ノ

教
員
欠
勤
ノ
場
合
二
基
礎
学
科
補
充
ノ
事
ハ
方
針
ト
シ
テ
ハ
変
り
不
申
ノ
考
二
候
教
帥
ノ
負
担
ャ
時
間
割
等
ノ
都

合
モ
有
之
何
時
モ
其
通
リ
ノ
実
行
ハ
困
難
二
候
由
又
一
般
二
補
充
ハ
教
師
モ
生
徒
モ
突
然
ノ
事
故
準
備
ナ
キ
ガ
為
メ

ニ
思
フ
ョ
リ
モ
効
果
ハ
少
キ
様
二
考
エ
居
り
存
候
兎
モ
角
出
来
ル
丈
励
行
致
シ
肘
ル
筈
二
御
座
候

四
年
五
年
二
怖
語
又
ハ
独
語
ヲ
学
バ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
面
白
キ
案
二
御
座
候
小
生
一
昨
年
支
那
旅
行
ヨ
リ
帰
り
約

十
力
僚
許
ノ
意
見
ヲ
文
部
省
二
提
出
致
置
候
ガ
其
中
二
中
学
其
他
ノ
学
校
二
於
テ
英
語
ノ
外
二
支
、
露
、
桃
、
独
等

ノ
語
学
ヲ
学
ビ
得
ル
様
制
度
ノ
改
正
及
実
施
上
ノ
奨
励
ヲ
ナ
ス
コ
ト
モ
申
出
置
座
候
（
沸
独
ハ
今
日
ノ
法
令
ニ
テ
差

支
ナ
シ
英
桃
独
ノ
中
一
科
ヲ
必
修
ト
ス
ト
ア
リ
）
ガ
立
命
館
中
学
ノ
現
況
ニ
テ
ハ
生
徒
ノ
高
等
ノ
学
校
二
入
学
ス

ル
ノ
カ
ヲ
養
フ
コ
ト
ガ
第
一
二
有
之
一
昨
年
ョ
リ
上
級
二
英
数
等
ノ
特
別
時
間
ヲ
設
ケ
置
候
（
三
年
生
以
下
ハ
劣
等

生
ノ
為
メ
…
…
之
レ
ハ
落
第
ス
レ
バ
退
校
ス
ル
モ
ノ
モ
有
之
此
ヲ
防
ク
ー
方
法
ノ
意
モ
ア
リ
）
ガ
其
上
ニ
尚
第
二
外

国
語
ヲ
学
ビ
得
ル
余
裕
ヲ
生
ス
ル
ニ
ハ
除
程
学
科
ノ
整
理
ヲ
行
う
必
要
有
之
候
何
し
研
究
致
見
度
存
居
候
実
ハ

曽
テ
一
年
ョ
リ
五
年
迄
英
語
デ
ナ
ク
独
乙
語
ノ
級
ヲ
設
ケ
見
度
シ
ト
モ
考
候
事
有
之
候
成
城
中
学
ニ
テ
ハ
数
年
前

ョ
リ
実
施
シ
鳩
候
生
徒
少
ク
経
費
多
シ
ト
ノ
話
ヲ
間
居
候

大
学
諜
科
二
独
語
ヲ
置
ク
コ
ト
ハ
多
分
成
効
カ
ト
存
候
希
望
者
ハ
相
当
有
之
ラ
ン
カ
ト
存
勝
候
御
一
考
ヲ
煩

ノミ

ン

度
候
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間
ハ
霜
ド
ケ
ノ
為
メ
ニ
此
ラ
使
用
シ
得
サ
ル
コ
ト
少
ラ
ズ
此
頃
武
器
械
体
操
ニ
巧
ナ
ル
教
師
居
候
二
付
此
方
面
ニ

テ
多
少
償
上
勝
候
得
共
他
校
二
比
シ
度
々
野
外
二
出
ス
コ
ト
必
要
カ
ト
存
候
従
来
ハ
年
二
三
回
許
リ
ニ
相
成
勝
候

ガ
尚
凹
数
ヲ
増
加
ス
ル
必
要
ア
ラ
ン
カ
ト
主
事
モ
申
鳩
ル
コ
ト
御
座
候

草
取
農
作
物
ノ
実
科
作
業
ハ
適
当
二
行
う
時
ハ
至
極
有
益
卜
存
候
、
然
シ
此
ヲ
度
外
レ
ニ
行
う
時
ハ
却
テ
弊
需
モ

多
ク
、
先
年
タ
シ
カ
京
津
ノ
中
学
ニ
テ
実
行
失
敗
二
終
り
、
箱
古
屋
ノ
明
倫
校
二
於
テ
モ
先
シ
成
効
セ
ズ
遂
二
校
侭

モ
転
ジ
廃
止
致
候
平
素
日
課
的
二
行
ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
多
ク
失
敗
致
肘
候
然
シ
実
際
ノ
必
要
上
時
二
行
ハ
シ
ム

ル
ハ
訓
練
上
有
益
ニ
テ
生
徒
モ
勇
ン
デ
行
フ
モ
ノ
ト
ナ
リ
尚
寄
宿
舎
ニ
テ
ハ
先
年
ヨ
リ
牒
石
ノ
地
ヲ
生
徒
二
分
典
シ

生
徒
ハ
白
ラ
進
ン
テ
此
ヲ
緋
シ
花
ャ
野
菜
ナ
ド
ヲ
作
り
申
候
、
今
ノ
学
校
ノ
庭
園
一
一
テ
ハ
到
底
其
目
的
ノ
為
メ
ニ
使

用
ス
ル
空
地
無
之
カ
ト
存
候

之
レ
ト
多
少
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
作
業
ヲ
新
行
候
こ
の
間
十
年
記
念
ノ
時
ニ
ハ
某
級
ハ
門
ノ
ァ
ー
チ
ヲ
受
持
チ
、
二

三
里
ノ
道
ヲ
遠
シ
ト
セ
ズ
山
二
入
リ
テ
杉
葉
ヲ
買
上
車
二
積
ミ
テ
持
チ
運
ビ
ァ
ー
チ
モ
全
ク
生
徒
ノ
ミ
ニ
テ
見
事
二

作
り
申
候
、
斯
カ
ル
意
味
二
於
テ
ロ
ロ
ロ
目
的
ヲ
有
ス
ル
作
業
ヲ
時
々
行
ヒ
シ
ム
ル
方
却
テ
有
益
卜
存
ジ
一
般
二
今

ノ
青
年
ハ
意
志
弱
ク
カ
行
二
乏
シ
ク
候
故
何
ト
カ
エ
夫
ス
ル
コ
ト
至
極
肝
要
卜
存
鳩
候

思
想
統
一
ノ
事
ハ
殊
二
幌
浮
ナ
ル
今
ノ
青
年
ニ
ハ
必
要
卜
存
候
モ
成
膜
学
校
ノ
如
ク
ー
ノ
得
策
ト
シ
テ
ー
届
二
凝

念
法
ヲ
行
フ
ー
ハ
除
程
考
物
卜
存
候

某
高
等
学
校
ニ
テ
モ
其
例
有
之
候
ガ
生
徒
ハ
全
ク
形
式
的
ニ
シ
テ
其
精
神
ナ
ク
中
ニ
ハ
後
席
ノ
モ
ノ
ハ
教
師
ガ
目

ヲ
塞
ク
際
新
紙
ヲ
読
メ
リ
ト
イ
フ
カ
如
キ
事
有
之
候
今
日
ハ
実
行
致
シ
居
ラ
サ
ル
モ
ノ
有
之
候
成
膜
学
校
ノ
如
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ノ
前
置
デ
奈
良
県
ノ
模
範
村
、
北
倭
村
ノ
実
状
ヲ
話
シ
候
処
妙
ナ
モ
ノ
テ
反
対
ノ
暗
示
ト
デ
モ
可
申
力
生
徒
ハ
何
時

モ
ョ
リ
モ
注
意
ヲ
払
上
一
年
生
ノ
生
徒
マ
デ
モ
静
粛
一
二
時
間
以
上
ノ
無
趣
味
ナ
話
ヲ
謹
聴
致
候
事
有
之
候
子
供

ハ
誠
二
可
愛
モ
ノ
ト
存
候
川
々

凝
念
法
ノ
如
キ
思
想
統
一
ノ
事
ハ
成
ル
ベ
ク
ハ
個
人
々
々
二
奨
励
シ
一
届
ニ
ヤ
ラ
ヌ
方
宜
敷
事
卜
存
行
候
得
共
一

般
二
注
意
集
注
ノ
習
慣
、
自
己
反
省
等
ノ
習
慣
ハ
平
素
学
校
二
於
テ
出
来
ル
丈
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
卜
存
候

色
々
乱
雑
二
申
上
候
ガ
御
来
旨
ノ
事
ハ
種
々
ノ
点
二
於
テ
参
考
卜
柑
成
ル
事
少
ラ
ズ
候
二
付
十
分
相
談
致
度
存
居

候
尚
今
後
モ
御
気
付
ノ
事
ハ
時
々
御
申
越
被
下
度
候
、
今
回
ノ
御
許
面
ノ
御
趣
意
二
就
テ
ハ
教
師
ニ
モ
話
致
シ
研

究
上
ノ
刺
激
卜
致
度
キ
モ
ノ
ト
存
居
候

キ
大
体
此
点
ハ
結
果
宜
敷
様
二
聞
及
居
候
ガ
夫
レ
ニ
ハ
特
腕
ノ
教
師
ヲ
招
鴫
致
勝
ル
様
子
二
候
元
中
学
校
長
タ
リ

シ
槍
津
ト
ィ
フ
人
ハ
此
ヲ
専
門
二
行
上
居
筈
二
御
座
候
立
命
館
ハ
校
舎
甚
タ
狭
ク
設
備
ノ
点
ョ
リ
見
テ
モ
兎
角
乱

雑
ノ
嫌
有
之
、
生
徒
ノ
落
付
モ
重
カ
ラ
サ
ル
様
二
思
ハ
レ
昨
年
ハ
実
ハ
或
意
味
二
於
テ
注
意
集
注
ノ
目
的
ヲ
以
テ

今
日
ハ
極
メ
テ
面
白
ク
ナ
イ
話
、
極
メ
テ
無
趣
味
ノ
話
、
又
理
解
二
困
難
ナ
話
ヲ

．
一
言
Ｉ

ナ
ス
枝
リ
デ
ァ
ル
カ
ラ
諸
君
ハ
夫
レ
ヲ
辛
抱
テ
恥
ケ
ド
ノ
位
辛
抱
川
来
ル
カ
タ

メ
シ
テ
見
ョ

三
月
七
日

重
直

敬
具
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こ
の
詳
簡
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
正
三
年
の
教
育
方
針
（
前
掲
）
の
文
言
を
借
り
れ
ば
、
「
形
式
の
整
頓
よ
り

も
寧
ろ
内
容
の
充
実
に
努
む
る
こ
と
」
お
よ
び
「
生
徒
に
対
し
無
益
の
束
縛
を
除
き
自
治
自
制
の
風
を
発
達
せ
し
む
る
こ
と
」

が
、
具
体
的
な
実
践
を
通
し
て
示
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
ま
た
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
、
中
川
館
侭
の
方
か
ら
小
西
学
監
に

対
し
て
、
細
部
に
わ
た
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
書
簡
で
あ
る
。
末
弘
威
麿
氏
に
よ
る
『
立
命
館
中
学
の
過
去

現
在
及
将
来
』
の
編
噛
は
、
こ
の
書
簡
の
翌
年
で
あ
り
、
併
せ
て
、
こ
の
期
の
中
学
校
の
教
育
事
情
を
紹
介
し
て
い
て
興
味
深

い
○

「
日
本
の
ア
ル
チ
ュ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
」
と
呼
ば
れ
た
￥
後
の
詩
人
中
脈
中
也
か
立
命
館
中
学
校
第
三
学
年
に
耐
入
し
て
一
き
た

の
は
、
一
九
三
一
三
大
正
十
三
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
時
あ
た
か
も
新
教
育
の
側
熟
期
で
あ
り
、
広
小
路
か
ら
北
大
路

へ
の
移
転
完
了
の
年
で
あ
り
、
全
国
中
等
学
校
野
球
大
会
第
九
回
選
手
権
大
会
に
て
準
決
勝
進
出
、
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大

会
で
は
優
勝
す
る
と
い
う
黄
金
時
代
の
最
中
で
あ
っ
た
。

県
立
山
口
中
学
校
を
優
秀
な
成
績
で
入
学
し
た
中
原
で
あ
っ
た
が
、
文
学
に
傾
倒
し
て
次
第
に
学
業
を
怠
り
、
つ
い
に
落
第

四
、
編
入
生
『
’
中
原
中
也
」
の
修
業
の
怪

中

||’

里
画
く
》
昌
一侍

史



か
り

旬
、

論
じ
合
っ
た
い
り
し
て
い
る
鐘

こ
う
し
た
中
原
中
也
に
詩
作
へ
志
向
さ
せ
て
い
く
決
定
的
な
出
会
い
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
当
時
京
大
国
文
科
の
学
生
で
、

立
命
館
中
学
の
国
語
を
担
当
し
て
い
た
講
師
、
冨
倉
徳
次
郎
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
冨
倉
は
、
答
案
に
ダ
ダ
イ
ス
ト
ば
り
の
詩

を
書
い
て
提
出
す
る
よ
う
な
中
原
の
詩
的
才
能
に
叫
味
を
持
ち
、
下
宿
に
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
。
更
に
、
そ
ん
な
に
文
学
が
好

き
な
ら
と
京
大
生
の
正
岡
忠
三
郎
と
友
人
で
詩
人
で
あ
る
富
永
太
郎
を
紹
介
し
、
以
後
四
人
で
度
々
飲
ん
だ
り
夜
通
し
文
学
を

と
な
っ
た
。
中
原
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
大
正
十
一
年
に
京
大
理
学
部
に
入
学
し
た
井
尻
民
男
は
、
強
力
に

立
命
館
中
学
を
中
脈
に
勧
め
、
自
ら
京
都
で
の
保
証
人
と
な
っ
た
。

医
業
を
継
ぐ
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
軍
医
の
父
親
の
重
雌
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
中
原
は
、
「
生
れ
て
始
め
て
両
親
を
離
れ
、
飛

び
立
つ
恩
ひ
」
（
『
詩
的
履
歴
評
』
）
で
入
学
し
、
「
名
状
し
が
た
い
何
物
か
が
、
た
え
ず
僕
を
ぱ
促
進
し
、
目
的
も
な
い
僕
な
が

ら
、
希
望
は
胸
に
高
鳴
っ
て
」
（
詩
『
ゆ
き
て
か
へ
ら
ぬ
』
）
い
た
。
何
が
「
希
望
」
で
あ
っ
た
か
明
確
で
は
な
い
が
、
詩
作
に

専
念
す
る
意
志
を
固
め
た
の
は
東
京
時
代
に
入
っ
た
大
正
十
四
年
（
『
詩
的
履
歴
書
』
よ
り
推
定
）
で
あ
り
、
立
命
館
中
学
四

年
生
時
に
小
説
の
習
作
数
禰
が
あ
る
の
で
、
当
初
は
小
説
家
を
志
し
た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
学
校
で
の
編
入
生
中
原
は
、
友
人
も
な
く
、
一
人
で
読
書
し
て
い
る
か
ノ
ー
ト
に
何
か
書
き
込
ん
で
い
る
か
（
同

級
生
・
古
田
祐
吉
氏
談
）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
『
ダ
ダ
イ
ス
ト
新
吉
の
詩
』
に
感
銘
し
て
い
た
中
原
は
、
一
緒

に
編
入
し
て
机
を
並
べ
た
中
村
吉
朗
氏
に
は
、
文
学
害
を
貸
し
て
詩
作
を
す
す
め
た
り
、
自
分
の
詩
作
ノ
ー
ト
を
渡
し
た
り
し

て
い
る
。

ど
う
に
か
辛
う
じ
て
第
四
学
年
に
進
級
し
た
中
脈
は
、
四
年
終
了
と
何
時
に
、
そ
の
合
否
を
確
認
し
な
い
ま
ま
、
病
気
の
た



句
ｊ

ｏ
ｏ

大
岡
界
平
ら
と
交
わ
り

で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

め
に
帰
京
し
た
富
永
を
迫
っ
て
、
東
京
の
大
学
に
入
学
す
べ
く
上
京
し
た
。
そ
こ
で
も
ま
た
富
永
の
紹
介
に
よ
っ
て
小
林
秀
雄
、

大
岡
外
平
ら
と
交
わ
り
、
そ
こ
か
ら
河
上
徹
太
郎
ら
『
白
痴
群
』
の
川
人
と
い
う
ふ
う
に
、
後
の
き
ら
び
や
か
な
交
友
関
係
が

も
う
一
つ
注
Ｈ
す
べ
き
は
、
中
脈
は
果
た
し
て
四
年
修
了
な
の
か
中
退
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

四
）
年
四
Ⅱ
七
日
付
の
富
永
太
郎
宛
書
簡
で
中
原
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
（
抜
粋
）

帰
省
の
際
、
学
校
に
立
ち
寄
っ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
日
友
人
に
一
東
京
に
住
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
及
第
を
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
立
命
館
中
学
校
学
籍
緋
に
兄
る
実
際

の
学
年
成
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
不
‐
思
議
な
こ
と
に
気
づ
く
。

退
第
一
四
○
九
誰

中
学
の
方
が
四
年
を
落
第
し
て
ゐ
る
と
し
た
ら
東
京
に
ゐ
て
予
備
校
に
ゐ
た
っ
て
来
年
は
一
受
験
が
出
来
な
い
の
だ
。

中
学
の
方
に
は
と
兎
も
角
此
方
が
合
格
す
れ
ば
及
第
に
し
て
や
る
と
い
っ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
。
尤
も
そ
れ
は
ま
だ
学

年
試
験
の
済
ん
だ
ば
か
り
の
時
で
ま
だ
大
変
よ
く
や
れ
た
と
恩
ふ
学
年
試
験
の
点
が
知
れ
て
な
い
時
の
話
だ
か
ら
、

案
外
そ
れ
が
実
際
よ
く
や
れ
て
た
と
し
た
ら
及
第
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
忠
ふ
の
だ
。
で
、
帰
途
は
京
都
に
下

車
し
て
そ
れ
を
し
ら
べ
る
つ
も
り
で
ゐ
る
。

九
一
七
（
太
一
止
十
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入
堂
上
顎
頂
く

父
兄
の
職
業

保
証
人

副
保
一
証
人

族ル''i

[国語及漢文］

国語

漢文

作文・習字

[英語］

害収・訳読

文法作文習字

補読詐取会話

雁史

地理

[数学］

代数

畿何

博物

物理

化学

NIII

体操

^1N席

局
ノ
ー
ハ
ト
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ

籍所

合
格 （

記
載
な
し
）

川
口
牌
吉
敷
郡
山
口
川
大
字
下
宇

野
令
一
二
七
六
ノ
ー

士
族
諏
助
農
Ⅲ

医
師

中
原
謙
助

京
都
市
上
京
区
神
楽
坂
紫
明
学
寮

内
井
尻
民
男

第
三
学
年
二
入
学
補
欠
試
験
に

５
７
５
４
６

八
Ｕ
八
Ｕ
○
○
ｊ
敬
戸
０
辰
・
〕
民
・
』
○
○

句
Ｉ
Ｆ
○
４
４
戸
０
頁
』
○
○
〃
０
民
』

ノ退卒命 退入入生氏
学 学学(K

状卒退 M年
業履ノ1月

況後業学 学歴日日名

中
原
中
也

明
治
四
○
年
四
月
二
九
日

大
正
一
二
年
四
月
日

山
口
螺
立
山
口
中
学
校
三
年

大
正
十
四
年
四
月
九
日
日
本
大
学
へ

（
記
載
な
し
）

（
記
載
な
し
）

（
記
載
な
し
）

総点986平均62
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当
成
績
表
は
、
及
落
判
定
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
退
学
学
籍
緋
』
の
巻
に
綴
ら
れ
て
い
る
毒
四
年
修
了
で
進
路
変

Ⅲ
者
は
す
べ
て
こ
の
巻
に
綴
ら
れ
て
い
る
上
、
「
日
本
大
学
へ
」
（
実
際
の
入
学
は
大
正
十
五
年
四
月
で
あ
る
が
）
と
あ
る
の
で
、

結
果
的
に
第
四
学
年
修
了
の
処
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
年
試
験
終
了
を
待
っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り
三
月
十
日
に
は
上
京
し

よ
う
と
す
る
中
原
に
、
東
京
の
大
学
に
「
合
格
す
れ
ば
及
第
に
し
て
や
る
」
と
い
う
口
約
束
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
一
体
ど

う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
史
に
、
大
正
七
年
の
基
準
、
平
均
で
帥
点
以
上
、
科
目
で
卵
点
以
上
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
平
均
点

で
は
辛
う
じ
て
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
落
と
し
て
い
る
の
は
二
科
Ｈ
だ
け
な
の
で
及
第
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
舵
点
で
は
他

の
生
徒
の
場
合
、
多
く
が
「
仮
及
」
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
事
実
を
確
認
し
な
い
ま
ま
中
原
の
言
う
通
り
の
処
理
が
な
さ
れ
て

い
る
。
当
時
は
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
学
ぼ
う
と
す
る
生
徒
の
進
路
は
、
可
能
な
限
り
保
障
し

て
や
り
た
い
と
い
う
判
断
と
指
導
が
は
た
ら
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
時
の
桁
導
方
針
か
ら
見
て
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。
（
な
お
、
角
川
書
店
一
九
七
一
〈
昭
和
四
十
六
〉
年
発
行
の
「
中
原
中
也
全
集
別
巻
」
に
転
載
さ
れ
て
い

る
当
成
績
表
で
は
、
英
語
の
害
収
訳
読
を
副
点
と
し
、
「
こ
の
総
点
は
計
算
誤
り
」
と
し
て
い
る
が
、
学
籍
簿
記
入
者
の
他
の

筆
跡
鑑
定
か
ら
も
別
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
総
点
も
正
し
い
こ
と
を
こ
こ
に
指
摘
し
て
お
く
。
）

こ
の
あ
と
中
脈
中
也
は
、
侭
谷
川
泰
子
を
め
ぐ
る
奇
妙
な
三
角
関
係
に
測
弄
さ
れ
な
が
ら
、
大
正
十
五
年
に
日
本
大
学
予
科

文
科
に
入
学
す
る
（
学
費
が
続
か
ず
九
川
に
は
退
学
）
と
と
も
に
詩
作
に
専
念
す
る
け
れ
ど
も
、
念
願
の
第
一
詩
集
も
な
か
な

か
刊
行
で
き
ず
苦
悩
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
中
也
は
、
昭
和
六
年
に
も
東
京
外
国
語
専
修
科
仏
語
部
に
入
学
し
、
以
後
『
四

季
』
『
文
学
界
』
を
は
じ
め
諸
詩
誌
に
ラ
ン
ボ
オ
の
詩
を
精
力
的
に
訳
載
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
、
や
っ
と
第

一
詩
集
『
山
羊
の
歌
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
辺
の
事
情
や
文
学
上
の
位
置
づ
け
は
、
こ
こ
で
の
目
的
で
は
な
い
の
で
別
稿



4s

（
拙
稿
『
中
也
詩
の
感
性
世
界
』
）
に
ゆ
だ
ね
る
が
蕊
中
原
中
也
の
京
都
で
の
生
活
は
、
彼
の
生
涯
の
中
で
も
最
も
生
き
生
き
と

し
た
時
期
で
あ
り
、
立
命
館
中
学
校
の
校
風
は
、
彼
の
可
能
性
を
温
か
く
伸
ば
し
て
く
れ
た
学
園
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
わ

ず
か
二
年
間
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
若
き
純
な
魂
が
躍
動
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
書
簡
か
ら
も
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

①
今
日
、
立
命
館
中
学
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
廊
下
を
全
部
一
巡
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
京
都
北
方
の
野
川
一
面
が

見
渡
さ
れ
ま
す
。
な
ま
め
か
し
く
も
な
つ
か
し
い
野
の
中
に
、
今
日
は
雨
に
ぬ
れ
て
校
舎
が
た
っ
て
ゐ
る
。
三
年
二

組
の
教
室
で
は
、
僕
の
教
わ
っ
た
地
肌
の
先
生
が
、
永
遠
に
ウ
ラ
ル
山
脈
の
話
を
し
て
ゐ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
鴨
の

堤
を
沿
う
て
歩
き
ま
す
。
（
昭
和
五
年
・
河
上
徹
太
郎
宛
抜
粋
）

②
暑
中
御
見
舞
申
上
ま
す
。
御
無
沙
汰
し
て
を
り
ま
す
。
陽
が
ジ
リ
ジ
リ
照
り
つ
け
る
の
を
見
て
ゐ
ま
す
と
、
関
西
に

住
み
た
く
な
っ
て
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然
こ
ん
な
こ
と
を
言
ひ
ま
し
て
も
何
の
こ
と
だ
か
お
分
か
り
に
な
ら

な
い
と
恩
ひ
ま
す
が
、
そ
れ
ば
っ
か
り
が
念
頭
を
占
め
て
ゐ
て
気
が
狂
ひ
そ
う
な
く
ら
ゐ
で
、
何
は
あ
れ
そ
れ
を
口

に
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
（
昭
和
十
一
年
・
川
岸
光
吉
宛
）

③
…
：
：
：
十
〃
に
な
っ
た
ら
川
舎
に
引
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
凡
の
半
分
を
旅
行
し
て
暮
し
た
い
と
恩
ひ
ま
す
。
さ
し
あ

た
り
行
っ
て
み
た
い
の
は
、
青
海
島
、
俵
山
湖
泉
、
尾
道
近
傍
の
島
々
、
京
都
（
こ
こ
で
は
一
卜
月
ぐ
ら
い
、
中
学

の
時
み
た
い
に
暮
し
て
み
た
い
。
）
、
長
崎
、
隠
岐
ノ
島
等
々
・
関
東
の
自
然
は
、
や
っ
ぱ
り
僕
に
は
つ
ま
ら
な
い
。

〈
昭
和
十
二
年
・
河
上
徹
太
郎
宛
抜
粋
）



以
上
、
中
脈
中
也
の
一
件
と
関
わ
っ
て
、
本
校
の
大
正
期
の
新
教
育
を
見
て
き
た
が
、
理
論
と
実
践
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
期

の
教
育
が
、
当
時
の
多
く
の
生
徒
た
ち
に
強
い
感
化
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
大
正
四
年
の
卒
業

生
、
山
本
英
雄
氏
は
『
母
校
の
思
い
川
』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

学
校
長
と
し
て
学
監
が
お
ら
れ
、
京
都
帝
国
大
学
の
文
学
博
士
小
西
重
直
先
生
が
学
監
に
、
福
島
亦
八
先
生
が
主

事
で
、
修
身
の
時
間
に
は
こ
の
川
先
生
が
訓
話
を
さ
れ
、
重
厚
で
枇
厚
な
向
先
生
を
尊
敬
し
て
お
り
ま
し
た
。
外
に

数
学
の
小
泉
先
生
、
漢
文
の
小
川
凧
先
生
、
習
字
の
小
谷
先
生
ら
か
ら
懇
切
丁
寧
な
教
え
を
受
け
、
立
派
な
先
生
で

し
た
。
私
は
卒
業
と
同
時
に
小
川
煩
先
生
の
紹
介
で
、
京
部
帝
国
大
学
で
財
政
学
の
教
授
で
あ
っ
た
小
川
郷
太
郎
先

生
の
詳
生
と
し
て
、
昼
は
先
生
の
吉
川
山
の
お
毛
か
学
校
の
Ｎ
書
室
に
つ
め
、
夜
は
当
時
法
政
学
校
か
ら
立
命
館
大

学
に
改
組
さ
れ
た
大
学
予
科
一
年
生
と
し
て
、
中
学
校
舎
の
検
に
あ
っ
た
二
略
建
て
の
大
学
に
通
い
ま
し
た
。
小
川

先
生
は
、
後
に
大
蔵
大
匝
に
も
な
ら
れ
た
実
に
立
派
な
よ
き
師
で
し
た
。

学
校
の
校
舎
は
オ
ン
ボ
ロ
で
狭
く
、
当
時
の
私
立
学
校
と
し
て
は
外
観
は
み
す
ぼ
ら
し
く
あ
っ
た
が
、
内
の
先
生

方
は
教
育
熱
心
な
、
尊
敬
す
る
先
生
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
不
便
で
不
自
由
な
点
が
多
々
あ
っ
た
が
、

先
生
も
生
徒
も
困
難
を
お
互
い
に
忍
び
な
が
ら
向
学
心
に
燃
え
、
将
来
の
夢
を
抱
き
体
を
鍛
え
つ
つ
、
教
師
と
生
徒

が
相
互
に
敬
愛
し
信
頼
と
誠
実
と
を
持
っ
て
、
永
い
歴
史
の
中
に
一
貫
し
て
耐
え
忍
ん
で
き
た
不
屈
の
精
神
が
、
立

命
精
神
と
し
て
今
日
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
〈
立
命
館
中
学
校
高
等
学
校
『
八
十
年
の
歩
み
』
所
収
よ
り
抜
粋
）



４

ｌ
皇
御
稚
由
州
し
上
げ
ま
す
嬢

本
小
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
参
考
と
し
た
文
献
は
ほ
と
ん
ど
本
文
中
に
記
し
た
が
、
他
に
は
、
『
同
志
社
百
年
史
』

（
一
九
七
九
年
十
一
月
刊
、
上
野
直
蔵
編
纂
）
、
『
小
西
重
直
の
生
涯
と
思
想
』
二
九
六
七
年
十
一
月
刊
、
加
藤
仁
平
著
）
な
ど

が
あ
る
。
な
お
、
西
園
寺
伝
編
纂
室
の
岩
井
忠
熊
先
生
な
ら
び
に
福
井
純
子
さ
ん
に
多
大
の
援
助
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

（
元
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
％
百
年
史
編
募
委
員
会
参
与
）


